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運営諮問会議について 

広 報 室  

第
八
回
奈
良
教
育
大
学
運
営
諮
問
会
議
は
、平
成
十

五
年
二
月
六
日（
木
）開
催
の
第
七
回
運
営
諮
問
会
議
に

引
き
続
い
て
、五
月
十
五
日（
木
）午
後
、本
学
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
い
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

国
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、大

学
内
で
検
討
中
の「
奈
良
教
育
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期

計
画（
案
）」に
つ
い
て
報
告
し
、審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、内
田
弘
保
日
本
育
英
会
理
事
長
、金
森
順

次
郎
国
際
高
等
研
究
所
長
、久
米
健
次
奈
良
女
子
大
学

長
、
永
井
順
國
女
子
美
術
大
学
教
授
、
藤
田
康
子
奈
良

県
立
北
大
和
高
等
学
校
長
、前
原
金
一（
株
）住
友
生
命

総
合
研
究
所
会
長
、南
浦
純
一
郎（
財
）奈
良
県
文
化
事

業
団
副
理
事
長
、横
須
賀
薫
宮
城
教
育
大
学
長
の
委
員

八
名（
一
名
欠
席
）が
出
席
し
、本
学
か
ら
は
、学
長
、副
学

長（
総
務
担
当
）、副
学
長（
教
学
担
当
）、附
属
図
書
館

長
、
事
務
局
長
ほ
か
各
種
委
員
会
委
員
長
等
が
出
席
し

ま
し
た
。 

会
議
で
は
、前
回

の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見・

ご
要
望
を
も
と
に
、

「
中
期
目
標
・
中
期

計
画（
案
）」を
作
成

し
た
旨
の
学
長
挨

拶
に
続
い
て
、
副
学

長
（
教
学
担
当
）
及

び
事
務
局
長
か
ら
、

改
善
を
加
え
た「
中

期
目
標
・
中
期
計

画
（
案
）」に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、活
発
な
ご
議
論
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

各
委
員
か
ら
の
主
な
ご
意
見
・
ご
指
摘
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 ・
学
士
課
程
、
大
学
院
と
も
、
教
員
養
成
に
つ
い
て
は
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
教
員
養
成
と
し
て
の
得

意
分
野
を
記
載
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、
総
合
教
育
課
程
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
記
載
を
お
願
い
し
た
い
。 

・
前
回
と
比
較
す
る
と
今
回
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
は

か
な
り
整
理
さ
れ
、
躍
動
感
を
感
じ
る
。 

・
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
評
価
に
つ
い
て
の
議
論
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

・
国
際
交
流
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
留
学
生
は

ど
の
よ
う
な
目
的
で
奈
良
に
や
っ
て
く
る
の
か
。
奈
良
を

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

・
留
学
生
に
、
奈
良
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
日
本
の
勉
強
が
で
き

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
言
わ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
。 

・
あ
る
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
留
学
生
用
の
授
業
科

目
に
日
本
人
学
生
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。

奈
良
教
育
大
学
で
も
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
一
緒

に
受
講
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。 

・
奈
良
教
育
大
学
独
自
の
も
の
が
必
要
。
例
え
ば
、
教
育

実
習
期
間
の
延
長
等
は
ど
う
か
。 

・
高
等
学
校
と
し
て
は
、
教
育
実
習
生
は
お
断
り
の
傾
向
。 

・
教
育
実
習
は
日
本
国
内
で
し
か
ダ
メ
な
の
か
。 

・
日
本
の
大
学
は
、
留
学
生
を
卒
業
さ
せ
た
後
、
日
本
で
の

就
職
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。 

・
日
本
に
く
る
留
学
生
は
優
秀
な
留
学
生
が
多
い
、
日
本

で
就
職
し
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。 

・
教
育
学
部
は
ど
こ
で
も
同
じ
と
い
わ
れ
る
が
今
後
、
附
属

セ
ン
タ
ー
の
活
用
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。 

・
日
本
の
大
学
制
度
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
制
度
の
違
い
は

セ
ン
タ
ー
機
能
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。 

・
教
員
と
職
員
の
一
体
的
な
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
が
課
題
と
な
る
。 

 以
上
の
よ
う
な
活
発
な
ご
議
論
に
続
き
、
現
学
長
が

平
成
十
五
年
九
月
三
十
日
付
け
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
企
画
委
員
会
委
員
長
よ
り
「
本

学
の
学
長
選
考
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後
に
学

長
か
ら
、「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
は

先
ほ
ど
の
ご
意
見
、
ご
指
摘
を
生
か
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
学
内
で
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
を

も
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。 

次
回
の
第
九
回
運
営
諮
問
会
議
は
年
内
に
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
折
に
本
学
の
最
終
的
な
「
中
期

目
標
・
中
期
計
画
」
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
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